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東京・三宅坂の国立劇場で行なわれた第1回ジャパンプライズ授賞式

科学技術の新しい貨が誕生しました。 「日 本国際‘貨（ジャパンプライズ）」 といいます。

この＇賞を国民の賞と して多くの人々に知っていただきたいために、このようなニュースレター

を年2回程度発行することにいたしました。

1985年4月20日、第1回の授賞式が東京て行われました。この授賞式において皇太子殿

下から「…今後この賞が1止界の科学技術の進歩に布与すると共に、それによって人類の繋栄と

福祉が増進され、ひいては1止界の平ll]に貢献することになるよう期待するものてあります」との

お言葉を賜わりました。

科学技術の成果は、主として20世紀の所産て‘‘す。1901年に発足したノーベル貨は物理学、

化学、阪学・生理学、文学、平和さらに後年経済学が設けられましたが、科学技術にまて及んて‘

いません。ジャパンプライズは、その新分野においてノーベル‘貨を補完する役目をも担っています。

多くの方々のご期待に添うよう、平和への願いを込めてこの'itを立派な国際的な‘貨に育て上

げたいと念願しています。皆様の積極的なご理解とご協力を心からお頻いします。
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創意と協力による進歩めざし「8本国際賞」スタート

皇太子こ‘夫妻をお迎えして、

第1囮授賞式

雨模様の空も晴れた4月20日午後4時半、濠をへだてて

皇居を望む東京・国立劇場て‘‘ひとつの新しい賞が、その歩み

を始めました。科学技術の発展と世界の平和を目指して創設

された日本国際賞の第1回授賀式が、皇太子ご夫妻をお迎

えして行われたのてす。式には中曽根首相、ノーベル財団の

S・ラメル理事長、スウェーデン王立科学アカデミーのガネリウ

ス教授はじめ外国晶官、国内の学

者等約1,500人が出席して、受賞者

の栄誉をたたえました。

皇太子殿下は「日本の繁栄には

外国の学者、研究者の協力があり

ました。世界の科学技術の発展に寄

与した人の栄誉をたたえるのは大き

な意義があります」と述べられました。

中曽根首相の祝辞に引きつづ

いて、国際科学技術財団の松下幸

之助会長から両博士に賞が手渡

されました。あいさつに立ったピアー

ス博士は、「私の研究は人類の平和

を目的としており、これが認められた

ことはうれしい。今回の受賞はわれ

われの科学技術の発展・進歩に

は国境がないことを示しています」と

その喜びを語り、また、カチャルスキ

一博士は、「酵素工学の分野て‘‘日本の科学者はすばらしい

成果をあげている。バイオテクノロジーは、よりよい未米を約束

するものだと考える」とあいさつしました。

最後に、モーツァルトとオネゲルの曲を大町1湯一郎氏指揮

の東京交響楽団が演奏して、記念すべき日本国際賞の第1

回授賞式を終りました。 ． 
1時間後、舞台をホテル・ニューオータニに移して、祝いの

晩さん会が開かれました。皇太子ご夫妻、受賞者、寺田最高

裁判所長官、竹内科学技術庁長官、鈴木東京都知事、外

交団代表、ノーベル財団代表らのメイン・テーブルを囲んて‘‘

約800名が出席し、乾杯を重ねて両博士の受賞を祝いました。

ローソクの灯燻く華やかな祝宴は、そのあと、別室ての皇太

子ご夫妻、受賞者を囲む和やかな懇談に移り、春の宵、予定

をはるかにこえて続けられました。

ホテル・ニューオータニでの祝宴で乾杯の辞をのぺられる皇太子殿下

ホテル・ニューオータニ鶴の間で行なわれた祝宴

表敬訪問で中曽根首相と歓談するピアース博士夫妻（左）とカチャルスキー博士夫妻（右）
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プロフィー）V
第1圃受賞者

ジョン•R・ヒ°アース博士

スタンフォード大学客員名誉教授。1910

年生まれ。

通信衛星の可能性の理論的解明と 実

験的検証、パルス符号変調や多値符号に

よる広帯域ディジタル伝送の理論的解明、

ローカルエリア網(LAN)の開発など情報・

通信工学分野て数多 くの画期的業績を

挙げている、米国を代表する科学者。 H

本の情報通信技術の発展にも大きく貢献。

E・カチャルスキー・カツィール博士

イスラエル・テルアビブ大学教授、ワイズ

マン科学研究所教授。1916年生まれ。

バイオテクノロジーの基盤技術の一つて‘‘

ある固定化酵素や固定化細胞を用いるバ

イオリアクターやバイオアナライザーの発見

と開発を行なった歴史的先駆者。アメリカ科

学アカデミー会員に選ばれた最初のイスラ

エル人。1973-78年、イスラエル共和国第

4代大統領に就任。

つくば科学万博を楽しむ両博士

東京と京都で受賞記念

講演会

初の受犠者、ビアース博士とカチャルスキー博士の受貨記

念講演会は東京と京都て‘‘行なわれ、学者やメーカーの研究

者など熱心な聴衆の盛んな拍手を浴びました。

ピアース博士はその購演の中て‘‘、これまての研究活動を振

りかえって技術研究を進めるうえて重要なことは「オ能があり生

受賞記念講演会（京都）

産的な研究者に自由と支援が与えられること」だと述べ、カチ

ャルスキー博士は酵索の固定化技術、酵索反応器などの現

状と将来の見通しを語り、今後の進歩のために国際的な協

力を強調するとともに「しかし、科学技術より高い価値がある

のは、公正、正義そして愛て‘‘す」としめくくって集まった人々 に深

い感銘を与えました。
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日本学術会議を表敬訪問する両博士夫妻

第1回「日本国際賞週間」中の主な行事

受貨者の業績を讃えると共に、科学技術の知識及び、也、、の普及

啓発を図るため、「日本国際＇費週 間（ジャパンプライズ・ウィーク）」

を設けました。

4月19日（俗 内閣総理大臣表敬訪問／ 日本学士院訪問

／日本学術会議訪間／合同記者会見

4月20日（士） 授費式及び祝宴

4月21日(H) 記念購油会 （東京•朝日ホール）

4月22日（月） 天皇陛下謁見／受賞者の在京大使館主催

レセプション（イスラエル）

4月23日（火） 記念講演会（京都・国立京都国際会館）

4月25H（杓 受‘貨者の在京大使館主催レセプション

（アメリカ）

4月26日（岱 科学万博見学
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JAPAN PRIZE-/ーベル賞と並ぶ国際賞に…

全冊界の科学技術を

対象に創設

人類の紫栄と平和は、時代を超え、すべての

人々 にとって共通のl領いて‘‘す。そのために科学

技術の果たす役割は極めて大きく、しかもその

進歩は広く世界の人々の創意と協力によって

初めて逹成されるものて‘‘す。

「日本国際貨(JAPANPRIZE)」は、科学

技術の分野て‘‘独創的・飛躍的な成果をあ

げ、その進歩に大きく寄与することて‘‘人類の繋

栄と平和に貢献した者に与えられます。この種

の賞て‘` は異例の「閣議了解」 を得て、財団

法人国際科学技術財団 (8ページ参照）によ

り訓設されました。

受賞対象は広く科学技術の全分野にわたりますが、2~3の

分野を選定し、それを授賞対象分野として毎年予め指定します。

受賞は原則としては個人が対象になりますが少人数の研

究ク）レープが選ばれることもあります。受賞者には賞状、賞牌

及び賞金が授与されます。第1回の賞金は1人5,000万円て‘̀

した。授賞式は毎年4月、東京て‘｀行なわれます。

第1圃の受賞者が

決まるまで

第1回の対象分野には、情報・通信、医用工学及びバイオ

テクノロジーの3分野が指定され、昨年3月、 受質候補者を

推廊していただくための依頼状が日本を含む世界70ヵ国の

推薦有資格者 （注）に送付されました。依頼状は5,826通にの

ばりました。

その料，果、咋年6月30日の締切日ま

て‘‘に内外から432件の推薦書が冶：

せられました。これらは、国際科学技

術財団に設協された第一回日木

国際賞審査委員会（委員長・吉識

稚夫東京理科大学学長）て‘審査

され、受賞候補者2名が選ばれま

した。情報通信分野から米国の

ジョン•R．ピアース拇士、バイオテク

ノロジ一分野からイスラエルのEカ

チャルスキー・ガソィール博士てす。

本年2月、財団理事会は審査委

員会からの推挙を受けて、この2名を

第1匝H本国際裳の受賞者に最終

的に決定しました。

賞牌（亀倉雄策氏作）

（注）泄界各国の次に掲げる者を推涸有資格者として、日本国

際＇貨 受賞候補者の推j腐を求めました。

●アカデミー会員および準会員

●学会の代表者およびこれに準ずる者

●著名な大学の学長、学部長および教授

●著名 な科学技術団体および学術研究機関の長またはこ

れに準ずる者

●日本国際賞受貨者およびその他の権威ある賞の受牲者

●その他、本財団が適当と認める有識者

ジャバンプライズを受賞するカチャルスキー博士夫妻（左）とピアース博士夫妻（右）

（東京・国立劇場）

第一回審査委員会（東京•日比谷松本棲） 受賞者発表の記者会見（東京・経団連会館）
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ジャパンプライズ第2回(1986年）
受賞候補者の推薦と審査

■1986年4月に授与が予定されている第2[司「日本国際賞」
の受賞候補者を推筋していただくために、内外の科学技術

者等、いわゆる推薦有資格者約7,300名に対し1985年3月末

日まて‘ヽに推崩依頼状が発送されました。

今回の授賞対象分野は、次の2分野としました。

①材料工学…金属その他の無機物、有機物を問わず、構

造材料から機能材料まて` のあらゆる材料を対象とし、 その

材料科学および材料技術の全般を含みます。

②医原技術•高度な工学技術を応用した診断機悩 ・ 治

療システムの開発、医療に直結した生命現象の工学的解

析、追伝子工学技術等を利用した生物学的診断と治療

などを含みます。

ちなみに、受賞候補者は生存者に限り、国籍・職業・年齢・

性別は問いません。自薦は受け付けません。原則として科学技

術についての先辿的業績が賞の対象となりますが、業績が相

当過去のものても、その意義が最近になって評価されているも

のは賞の対象になります。

世界各国の郵便事情等を考應して本年6月3OHまての消

印のある推薦書は有効として受理しました。受賞候補者の

推腐依頼は世界72ヶ国に対して発送しましたが、推薦書は

28ヶ国から届きました。

第2回分野別候補者（推旗者）数

材料工学

医療技術

194(133) 

209(143) 

計・ 403 (276) 

注）同一人が重複して1(｛j腐されている場合があるのて‘‘、これを除いた
数を（ ）て示しました。

■本年7月、 第2回日本国際賞審査委員会を設潰し、 直ち
に審査を開始しました。審査委員長には前回の委員長て‘‘

あった吉識雅夫博士が再任されました。受賞者の決定は

1986年1月末頃になる見通してす。

今回の推薦は、 すてに6月3OHに締切

りましたが、 第3回以降の推薦書を希望

される方は住所、氏名、年齢、職業（勤務

先）を明記して当財団に申し込んてくださ

い。推旗有資格者(4ページ参照）に該当

する方については当財団に登録し、次囮

以降の推薦依頼状をお送りします。

日本国際賞をさらに意義深いものとするため

に、第1回の授賞を契機として、今後、受賞者

の業績等を中心とした記念出版物の刊行を

計画しています。

第1回受賞者の自叙伝

第1回日本国際賞の受賞者に選ばれたジョ

ン • R ・ピアース博士とE ・ カチャルスキー・カッ

ィール博士の自叙伝が刊行されます。これは、

両博士が離 日されるに先立ち、財団が主催し

た送別パーティの席上、川村皓章財団常務

理事により提案され、両博七の快諾と参会者

の賛同を得て、 実現の迎びになったものて‘‘

す。原稿は近く 財団に届けられ、 H本語に訳

されて、 1986年3月頃刊行される予定て‘‘す。

B5版、200ページ程度、価格は未定てす。

第1回日本国際賞の公式記録

日本国際賞の創設から第1回ジャパンプラ

イズ・ウィークの諸行事まての全容を収録した

公式記録 （日木語・英語合本）を製作中てす。

ノーベル賞と肩をならべる国際的な賞に育て

あげたいとする関係者の熱意が実現させた第

一回授賞式や記念講演会等の模様が、多

数の写真とともに刻明に記録されています。価

格は無料てす,0

完成は12月の予定てすが、この記録を希望

される方は郵送料（国内：¥700、海外・船便：

¥770)を添えて当財団にお申し込み下さい。

先着100名の方に差し上げます。

「ジャパンプライズ1985」VTRを製作

ジャパンプライズの設立、受賞者の決定、お

よび受賞者の来 日から授賞式、祝宴、記念講

演会、筑波科学万博見学まて‘‘、第1回「ジャパ

ンプライズ ・ ウィーク」のすべてを収録した2~分

のVTRを制作しました。

テープはVHS(3本）、ベータ(2本）の両方が

あります。ご希望の方には無料貸出しいたしま

すのて財団事務局まてこ連絡 Fさい。
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a la carte 

Jーベル賞と8本
一平和のための科学一

スティッグ・ラメル
1985年4月20日の第 1!Iii 
授1't式てのあいさつから

ノーベル賞の創設と近代日本の幕開けは正に時を同じくし

ています。アルフレッド・ノーベルの発明が近代工業社会の発

展に決定的な役割をはたしている頃、日本は日本の国際化

にとって決定的だった明治維新を迎えていました。

しかし、ノーベルの師かしい発明は、彼自身がいみじくも見

通したように、それ自体の中に自己破壊の種をはらんて‘、いまし

た。つまり、科学技術を戦争の具にしようと思えばて‘` きるということ

てす。地平線上にたなびく戦雲を見た晩年の彼は自らが創り

出したものの平和利用を熱望し、その願いはノーベル平和賞

として結実したのて‘す。

日本が経験したはどの科学戦争の恐怖はまだ世界のどこ

の国も経験していません。人類の思恵のために、というノーベル

の科学思想が熱烈な共感を H本て‘‘得た理由はその辺に

あると思われます。

ノーベルはまた自分の創設した賞が最高の発見に対して与

えられるよう望みました。優秀性に対するこうした意志が日本の

大きな特質になっていることは注目すべきて‘‘す。この国の文化

の特徴のひとつは、精巧なもの、洗練されたもの、最善のものを

逹成しようとすること、つまり、優秀性の追求て‘‘す。今日の H本

の原動力になっております。またこの国が国際的な進歩発展

に決定的な貢献をなし得てきたものは、この優秀性に対する

不屈の意志に他なりません。

私たちは日本国際賞が創設されたことを喜んて‘‘います。私た

ちは国際科学技術財団を世界の大賞贈呈財団のひとつとし

てだけてなく、人類に思恵をもたらす科学技術の発展を促進

してゆく友人同志だと考えております。

本Hは、日本国際貨の第1回授賞式という歴史的な場に、

ノーベル財団代表として出席させていただき誠にうれしく思っ

ております。あわせて、最初の受賞者の方々に心からお祝

い申し上げます。

（ノーベル財団埋事長）

授賞式であいさつするラメルノーベル財団理事長

大事に育てたい
H本国際賞
毎日新聞・社説

1985年2月17日付鉗El新聞
の社説から転戟

和製ノーベル賞を目指して創設された日本国際賞の第

一回受賞者が15日発表された。同賞は科学技術の分野

て｀独創的・飛躍的な成果をあげ、科学技術の進歩を通

じて人類の平和と繁栄に貢献 した者に贈る賞てある。

五千万円の賞金はJーベル賞（邦貨換算囮千八百万円）を

わずかに上回る。

この顕彰事業を行う国際科学技術財団は一昨年、松下

幸之助と松下電器産業からの拠出金て‘‘設立された。わが

国として国際社会にいささかなりとも貢献したい、 との考えに甚

づいたものて‘‘、 H本国際賞の創設については政府も閣議

て‘‘「関係行政機関が協力すること」を申し合わせている。

優れた研究業績をたたえ、顕彰することは科学技術進展の

推進力となる。その意味てツーベル賞は童要な役割を果たして

きた。ノーベル賞を目指して科学の道に入り、勉学・研究i沫肖

進した俊英は少なくないだろう。受賞者に寄せられる称賛と敬

意は、若い科学者への発餌剤にもなっている。

しかし、ノーベル賞の対象となる自然科学分野は物理学、化

学、医学の三つに限られる。工学を中心とする多くの学問領

域が対象外となっている。新設の貨がこれらの分野に光を当

て、ノーベル賞を補完する役割を果たせば、その意義は非常

に大きい。

わが国は現在、技術大国の地位を固めているが、最も成果を

あげているのは製品化技術て‘、ある。このため、欧米からは「甚

礎研究より実用化研究を重視する国」「利益につながる研究

に力を入れる国」といった印象を持たれていた。しかし、これだ

けの経済的繁栄をとげた今日、｀技術エコ‘‘”のイメージは払拭

（しょく）する必要がある。それには非利益的な国際的役割を果

たすことがllf要て‘‘、日本国際賞の創設もこれに沿うものと評価

したし ‘o

ノーベル財団のラメル理事長によると、ノーベル賞の際立った

権威を支えている要因は①甚金（賞金）が大きい②国際的な

性格③授貨機関が中立的な小国にある④選考に多数が

関係し、公正てある の四つだという。

このうちH本国際賞は初めの二つは満たしている。最も大切な

のは、おそらく四番目の要因て‘‘、特に受賞者が優れていること

が望まれるが、幸い第一回受賞者となった二人は、ともに1仕界

第一級の研究者だった。

「情報・通信」部門て‘‘受裳 したジョン •R・ピアースt肌士（米ス

タンフォード大客員名誉教授）はマイクロ波通信、衛星通信
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a la carte 
などの理論的解明と実現に中心的役割を果たした嬰オ。

「バイオテクノロジー」部門のエフライム・カチャルスキー・カッ

ィール博士（イスラエル・テルアビブ大教授）はバイオ技術の

大きな柱て‘` あるバイオリアクターとバイオアナライザーの発見と

開発を行った歴史的先駆者てある。

第二回、第三回と超一流学者の受賞が続けば、＇貨の権

威もおのずと嵩まっていくに違いない。そのためには審査過程て‘‘

広く海外の専門家の意見を聴くことや、ときにはノーベル財団と

の話し合いも必要だろう。受賞者発表会に一据りの外国人

記者しか出席しなかったことから、広報活動に力を入れることも

今後の課題と言えそうだ。

科学技術の土壌にまかれた日本のタネが大事に育てら

れ、まっすぐ成長していくことを期待する。

平和への寄与願い
「日本国際賞」に奔走

横田喜三郎
1985年5月141:1付説売新llrl
から転載

「忙中閑あり」という言薬がある。忙しい中にも、わずかなひまは

あるものて‘‘、そのわずかなひまを心のまま楽しむというときに、よく

いわれる。

それと反対に、「閑中忙あり」ということもあるのてはなかろうか。

聞いたことのない言葉て‘、あるが、たとえば、現役を退いて、悠々

自適の日々 を送っているときに、思いがけず忙しい用事がて‘‘

き、数週間も、それ以上も、苦労して飛び回らなければならない

ことがある。 「閑中忙あり」というべきてあろう。

わたくしは、もう20年近く、悠々 自適の日々 を送っている。70歳

の定年て最高裁判所を退官したときに、これからは責任のあ

る仕事はいっさい引き受けず、悠々自適の生活を送ろうと

思った。（中略）

ところが、去年の暮れから今年の春にかけて、非常に忙しか

った。それは日本国際賞のためてあった。この賞は、科学技

術に関して顕著な卓絶した業績を挙げた人に、その功績を

顕彰し賞金を与えようというものてある。受賞は二人て‘‘、一人

に五千万円ずつてある。この金額は、だいたいノーベル賞と

同額てある。

この賞は、松下幸之助氏の寄付した基金を某礎としたも

のてある。そのために国際科学技術財団が設けられ、わたくし

は、その理事長になった。十数年も前から悠々自適の生活を

しているわたくしとしては、本来なら理事長を引き受けるのては

なかった。しかし、ぜひと強く頼まれたはかに、この賞が結局に

は世界の平和に寄与することを思って引き受けた。

科学技術の進歩は、人類の繁栄と福祉の向上に寄与する。

心 I

国際科学技術財団横田理事長を中心に記念撮影（総理官邸）

人類の繁栄と福祉が向上すれば、おのずから世界の安

定が得られ、平和の確保に役立つ。わたくしは、若いときから

国際法を研究し、世界の平和は一生の念願てあった。その

平和に役立つというのて、つい引き受けたのてあった。

もう一つ、‘賞が日本国際＇i的と名づけられ、松下‘貨とされなか

ったことも、理事長を引き受けた理由てあった。この種の＇貨には

はとんど常に寄付者の名がつけられている。「だれだれ‘i:t」と

いうのてある。そこに、なんとなく寄付者の自己顕示的な意味

が見える。松下氏は、ことさらにそれを避けられた。それによって

日本国際貨は、まった＜純真に科学技術の進歩を促進し、憔

界の平和に寄与する賞になった。

この賞をもりたて、ノーベル賞にも比べられるような‘貨にすること、

それが国際科学技術財団の使命てあり、わたくしの念願て‘、も

ある。もとより、ノーベル賞は一世紀に近い歴史をもち、祉界て‘‘

最高の権威をもっているのに、日木国際貨は、まだ発足したば

かりてある。しかし、泄界の業績を客観的に検討し、適正に

賞の授与を行ってゆくならば、やがてノーベル賞に比べられる

ような世界の賞となることも、決して不可能てはないてあろう。

こうした日本国際賞のために、とくにその第一回の賞の決定

と授与のために去年の暮れから忙しかった。わけても4月20日

の授与の式典と祝宴を中心として、10日あまりの間は、まった＜

多忙の B夜が続いた。平生ゆうゆうと暮らしていただけに、い

っそう身にこたえ、へとへとに疲れた。しかし、幸いに朝野の暖か

い支持と協力を得て盛大に式典と祝宴が行われ、 一週間

にあまる行事がりっぱに終了した。

わけても感銘深いことは、式典と祝宴て‘‘皇太子殿下と同妃殿

下のご臨席とお言葉をいただいたことてある。このことは、日本

国際賞に嵩い栄誉といちじるしい重みを与えるものてある。また、

ノーベル賞の代表者がわざわざお祝いにやって米られたこと

てある。ノーベル財団のラメル理事長とスウェーデン王立科

学アカテ‘‘ミーのガネリウス事務総長は、遠いスウェーデンから

はるばるやって米られ、式典て‘、も祝凄て‘、も暖かいお祝いの言

葉を述べられた。 これて‘‘、日本国際賞はノーベル賞と深い

友好と協力のきずなて結ばれたことになる。

（国際科学技術財団理事長・束大名脊教授・元最高裁長官）
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国際的視野から科学技術0)振興に寄与

「人類の紫栄と平和がすべての人々にとって共通の願望

てあることに鑑み、これに貢献する科学技術の進歩を 目指

して、その研究を奨励すると共に科学技術に関する知識お

よび思想の総合的な普及啓発を図る」一―—ことを目的として；

財団法人国際科学技術財団は、 1983年（昭和58年）

5月5日、 内閣総理大臣（総理府本府、科学技術庁）、外

務大臣および文部大臣が所管する公益法人として正式

に発足しました。

その主な事業は；

(1)科学技術の進歩に大きく寄与した内外の科学技術者

の業績について調査研究する。

(2)内外の著名な科学者を招いて、シンポジュウムあるいは

講演会等を開催する。

(3)広報パンフレットや研究論文等を刊行する。

(4)科学技術の分野て顕著な業績を挙げた者に対して、

「日本国際賞」を授与し、その業績を顕彰する。

(5)内外の科学技術関係機関、団体等と密接な連絡、 提

携および協力をはかる。

ー 大きく育てたいH本国際賞 ー

財団の前身は、1982年（昭和57年）の11月1日に内閣総

理大臣の許可によって設立された日本国際賞準備財団

て`す。従って前述の事業のなかても特に大きな事業は、

わが国て‘‘生まれた「日本国際賞」を世界の人々の関心と

支持のもとに立派な国際的な貨に育ててゆくことてす。

1983年（昭和58年）10月2811、政府は「l:1本国際賞」

の創設について次のような閤議了解を行ないました。

H本国際賞の創設について

財団法人国際科学技術財団が授りするII本国

際'ttが、人類の平和と繁栄のために科学技術が果

たす役割についての認識を深め、広く人類の発展に

奇伊しようとするものてあることにかんがみ、その実施に

閲し、関係行政機関は必要な協力を行うものとする。

（昭和58年10月28LJ I科1議 f解）

財団のある市政会館（東京・日比谷）

国際科学技術財団は、この財団の設立に尽力した松

下幸之助氏（松下電器産業株式会社相談役）を会長と

し、国際的にも信望の高い横田喜三郎理事長（元最高

裁判所長官）はか各界の有識者によって構成された理

事会により運営されています。さらに、諮問機関としての評議

員会、 日本国際貨受費者選考のための著名な学者に

よる審査委員会等が設けられていよす。． 
記念すべき第1回日本国際賞の授賞式は、皇太子同

妃両殿下をはじめとする内外の高官を迎えて、本年4月、東

京・国立劇場て‘‘行なわれ、国内だけてなく海外て‘、も大き

な反靱を呼びました。財団は、今後も各界の有識者の方

々のご協力 を得て、わが国が1止界に誇ることのてきる権威

ある国際的な賞に育てあげたいと念願しています。

〈編集後記〉

「JAPANPRIZE NEWS」の創flj号をお届けします。

多くの方々とのコミュニケーションを区lるために、ニュース

レターを発行することは、準備財団当時からの夢て‘‘した。

それが第1回の授賞式を行なった年にようやく実現てきて

うれしく思います。

ジャパンプライズは、関係者の方々の温かいご協力により

顛調にその第一歩を踏み出しました。今後、着実に力強く

歩みをのばしたいと思っています。

卒直なご意見、ご批評をお聞かせください。 （編隼部）

財団法人国際科学技術財団

The Science and Technology Foundation of Japan (JSTF) 
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